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【手続補正書】
【提出日】平成27年7月14日(2015.7.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ａ）：

【化１】

（式中、ＸＡ１、ＸＡ２、およびＸＡ３は、各々独立して、酸素または硫黄であり；
　ＲＡ１およびＲＡ２は、各々独立して、水素、窒素保護基、またはＣ１～６アルキルで
あり；
　Ａｒは、任意に置換されているアリールまたは任意に置換されているヘテロアリールで
あり；
　ＲＡ３およびＲＡ４は、各々、ハロゲン、任意に置換されているアルキル、任意に置換
されているアルケニル、任意に置換されているアルキニル、任意に置換されているカルボ
シクリル、任意に置換されているヘテロシクリル、任意に置換されているアリール、任意
に置換されているヘテロアリール、－ＯＲＡ３ａ、－Ｎ（ＲＡ３ｂ）２、－ＳＲＡ３ａ、
－Ｃ（＝Ｏ）ＲＡ３ａ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲＡ３ａ、－Ｃ（＝Ｏ）ＳＲＡ３ａ、－Ｃ（＝Ｏ
）Ｎ（ＲＡ３ｂ）２、－ＯＣ（＝Ｏ）ＲＡ３ａ、－ＯＣ（＝Ｏ）ＯＲＡ３ａ、－ＯＣ（＝
Ｏ）ＳＲＡ３ａ、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｎ（ＲＡ３ｂ）２、－ＮＲＡ３ｂＣ（＝Ｏ）ＲＡ３ｂ、
－ＮＲＡ３ｂＣ（＝Ｏ）ＯＲＡ３ａ、－ＮＲＡ３ｂＣ（＝Ｏ）ＳＲＡ３ａ、－ＮＲＡ３ｂ

Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（ＲＡ３ｂ）２、－ＳＣ（＝Ｏ）ＲＡ３ａ、－ＳＣ（＝Ｏ）ＯＲＡ３ａ、－
ＳＣ（＝Ｏ）ＳＲＡ３ａ、－ＳＣ（＝Ｏ）Ｎ（ＲＡ３ｂ）２、－Ｃ（＝ＮＲＡ３ｂ）ＲＡ

３ａ、－Ｃ（＝ＮＲＡ３ｂ）ＯＲＡ３ａ、－Ｃ（＝ＮＲＡ３ｂ）ＳＲＡ３ａ、－Ｃ（＝Ｎ
ＲＡ３ｂ）Ｎ（ＲＡ３ｂ）２、－ＯＣ（＝ＮＲＡ３ｂ）ＲＡ３ａ、－ＯＣ（＝ＮＲＡ３ｂ

）ＯＲＡ３ａ、－ＯＣ（＝ＮＲＡ３ｂ）ＳＲＡ３ａ、－ＯＣ（＝ＮＲＡ３ｂ）Ｎ（ＲＡ３

ｂ）２、－ＮＲＡ３ｂＣ（＝ＮＲＡ３ｂ）ＲＡ３ｂ、－ＮＲＡ３ｂＣ（＝ＮＲＡ３ｂ）Ｏ
ＲＡ３ａ、－ＮＲＡ３ｂＣ（＝ＮＲＡ３ｂ）ＳＲＡ３ａ、－ＮＲＡ３ｂＣ（＝ＮＲＡ３ｂ

）Ｎ（ＲＡ３ｂ）２、－ＳＣ（＝ＮＲＡ３ｂ）ＲＡ３ａ、－ＳＣ（＝ＮＲＡ３ｂ）ＯＲＡ

３ａ、－ＳＣ（＝ＮＲＡ３ｂ）ＳＲＡ３ａ、－ＳＣ（＝ＮＲＡ３ｂ）Ｎ（ＲＡ３ｂ）２、
－Ｃ（＝Ｓ）ＲＡ３ａ、－Ｃ（＝Ｓ）ＯＲＡ３ａ、－Ｃ（＝Ｓ）ＳＲＡ３ａ、－Ｃ（＝Ｓ
）Ｎ（ＲＡ３ｂ）２、－ＯＣ（＝Ｓ）ＲＡ３ａ、－ＯＣ（＝Ｓ）ＯＲＡ３ａ、－ＯＣ（＝
Ｓ）ＳＲＡ３ａ、－ＯＣ（＝Ｓ）Ｎ（ＲＡ３ｂ）２、－ＮＲＡ３ｂＣ（＝Ｓ）ＲＡ３ｂ、
－ＮＲＡ３ｂＣ（＝Ｓ）ＯＲＡ３ａ、－ＮＲＡ３ｂＣ（＝Ｓ）ＳＲＡ３ａ、－ＮＲＡ３ｂ

Ｃ（＝Ｓ）Ｎ（ＲＡ３ｂ）２、－ＳＣ（＝Ｓ）ＲＡ３ａ、－ＳＣ（＝Ｓ）ＯＲＡ３ａ、－
ＳＣ（＝Ｓ）ＳＲＡ３ａ、－ＳＣ（＝Ｓ）Ｎ（ＲＡ３ｂ）２、－Ｓ（＝Ｏ）ＲＡ３ａ、－
ＳＯ２ＲＡ３ａ、－ＮＲＡ３ｂＳＯ２ＲＡ３ａ、－ＳＯ２Ｎ（ＲＡ３ｂ）２、－ＣＮ、－
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ＳＣＮ、および－ＮＯ２からなる群から独立して選択され、ここでＲＡ３ａは、各々独立
して、水素、任意に置換されているアルキル、任意に置換されているアルケニル、任意に
置換されているアルキニル、任意に置換されているカルボシクリル、任意に置換されてい
るヘテロシクリル、任意に置換されているアリール、または任意に置換されているヘテロ
アリールであり、ＲＡ３ｂは、各々独立して、水素、任意に置換されているアルキル、任
意に置換されているアルケニル、任意に置換されているアルキニル、任意に置換されてい
るカルボシクリル、任意に置換されているヘテロシクリル、任意に置換されているアリー
ル、任意に置換されているヘテロアリール、または窒素保護基であるか、または２つのＲ
Ａ３ｂ基が結合して任意に置換されているヘテロサイクリック環を形成し；
　ｍは、０、１、２、３、または４であり；および
　ｎは、０、１、２、または３である）
の化合物、または、その薬学的に許容し得る塩、溶媒和物、水和物、多形体、共結晶体、
互変異性体、立体異性体、同位体で標識された誘導体またはプロドラッグ。
【請求項２】
式（Ｂ）：
【化１１】

（式中、ＸＢ１、ＸＢ３、およびＸＢ４は、各々独立して、酸素、硫黄、ＮＲＢ４ａ、ま
たはＣ（ＲＢ４ｂ）２であり、ここでＲＢ４ａは、水素、窒素保護基、またはＣ１～６ア
ルキルであり、ＲＢ４ｂは、各々、水素、ハロゲン、またはＣ１～６アルキルであるか、
２つのＲＢ４ｂ基が結合して任意に置換されているカルボサイクリックまたはヘテロ環を
形成し；
　ＸＢ２は、窒素またはＣＲＢ２ａであり、ここでＲＢ２ａは、水素、ハロゲン、または
Ｃ１～６アルキルであり；
　ＲＢ１は、各々、ハロゲン、任意に置換されているアルキル、任意に置換されているア
ルケニル、任意に置換されているアルキニル、任意に置換されているカルボシクリル、任
意に置換されているヘテロシクリル、任意に置換されているアリール、任意に置換されて
いるヘテロアリール、－ＯＲＢ１ａ、－Ｎ（ＲＢ１ｂ）２、－ＳＲＢ１ａ、－Ｃ（＝Ｏ）
ＲＢ１ａ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲＢ１ａ、－Ｃ（＝Ｏ）ＳＲＢ１ａ、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（ＲＢ１

ｂ）２、－ＯＣ（＝Ｏ）ＲＢ１ａ、－ＯＣ（＝Ｏ）ＯＲＢ１ａ、－ＯＣ（＝Ｏ）ＳＲＢ１

ａ、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｎ（ＲＢ１ｂ）２、－ＮＲＢ１ｂＣ（＝Ｏ）ＲＢ１ｂ、－ＮＲＢ１ｂ

Ｃ（＝Ｏ）ＯＲＢ１ａ、－ＮＲＢ１ｂＣ（＝Ｏ）ＳＲＢ１ａ、－ＮＲＢ１ｂＣ（＝Ｏ）Ｎ
（ＲＢ１ｂ）２、－ＳＣ（＝Ｏ）ＲＢ１ａ、－ＳＣ（＝Ｏ）ＯＲＢ１ａ、－ＳＣ（＝Ｏ）
ＳＲＢ１ａ、－ＳＣ（＝Ｏ）Ｎ（ＲＢ１ｂ）２、－Ｃ（＝ＮＲＢ１ｂ）ＲＢ１ａ、－Ｃ（
＝ＮＲＢ１ｂ）ＯＲＢ１ａ、－Ｃ（＝ＮＲＢ１ｂ）ＳＲＢ１ａ、－Ｃ（＝ＮＲＢ１ｂ）Ｎ
（ＲＢ１ｂ）２、－ＯＣ（＝ＮＲＢ１ｂ）ＲＢ１ａ、－ＯＣ（＝ＮＲＢ１ｂ）ＯＲＢ１ａ

、－ＯＣ（＝ＮＲＢ１ｂ）ＳＲＢ１ａ、－ＯＣ（＝ＮＲＢ１ｂ）Ｎ（ＲＢ１ｂ）２、－Ｎ
ＲＢ１ｂＣ（＝ＮＲＢ１ｂ）ＲＢ１ｂ、－ＮＲＢ１ｂＣ（＝ＮＲＢ１ｂ）ＯＲＢ１ａ、－
ＮＲＢ１ｂＣ（＝ＮＲＢ１ｂ）ＳＲＢ１ａ、－ＮＲＢ１ｂＣ（＝ＮＲＢ１ｂ）Ｎ（ＲＢ１

ｂ）２、－ＳＣ（＝ＮＲＢ１ｂ）ＲＢ１ａ、－ＳＣ（＝ＮＲＢ１ｂ）ＯＲＢ１ａ、－ＳＣ
（＝ＮＲＢ１ｂ）ＳＲＢ１ａ、－ＳＣ（＝ＮＲＢ１ｂ）Ｎ（ＲＢ１ｂ）２、－Ｃ（＝Ｓ）
ＲＢ１ａ、－Ｃ（＝Ｓ）ＯＲＢ１ａ、－Ｃ（＝Ｓ）ＳＲＢ１ａ、－Ｃ（＝Ｓ）Ｎ（ＲＢ１

ｂ）２、－ＯＣ（＝Ｓ）ＲＢ１ａ、－ＯＣ（＝Ｓ）ＯＲＢ１ａ、－ＯＣ（＝Ｓ）ＳＲＢ１

ａ、－ＯＣ（＝Ｓ）Ｎ（ＲＢ１ｂ）２、－ＮＲＢ１ｂＣ（＝Ｓ）ＲＢ１ｂ、－ＮＲＢ１ｂ
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Ｃ（＝Ｓ）ＯＲＢ１ａ、－ＮＲＢ１ｂＣ（＝Ｓ）ＳＲＢ１ａ、－ＮＲＢ１ｂＣ（＝Ｓ）Ｎ
（ＲＢ１ｂ）２、－ＳＣ（＝Ｓ）ＲＢ１ａ、－ＳＣ（＝Ｓ）ＯＲＢ１ａ、－ＳＣ（＝Ｓ）
ＳＲＢ１ａ、－ＳＣ（＝Ｓ）Ｎ（ＲＢ１ｂ）２、－Ｓ（＝Ｏ）ＲＢ１ａ、－ＳＯ２ＲＢ１

ａ、－ＮＲＢ１ｂＳＯ２ＲＢ１ａ、－ＳＯ２Ｎ（ＲＢ１ｂ）２、－ＣＮ、－ＳＣＮ、およ
び－ＮＯ２からなる群から独立して選択され、ここでＲＢ１ａは、各々独立して、水素、
任意に置換されているアルキル、任意に置換されているアルケニル、任意に置換されてい
るアルキニル、任意に置換されているカルボシクリル、任意に置換されているヘテロシク
リル、任意に置換されているアリール、または任意に置換されているヘテロアリールであ
り、ＲＢ１ｂは、各々独立して、水素、任意に置換されているアルキル、任意に置換され
ているアルケニル、任意に置換されているアルキニル、任意に置換されているカルボシク
リル、任意に置換されているヘテロシクリル、任意に置換されているアリール、任意に置
換されているヘテロアリール、または窒素保護基であるか、または２つのＲＢ１ｂ基が結
合して任意に置換されているヘテロサイクリック環を形成し；
　ＲＢ２、ＲＢ３、ＲＢ４、およびＲＢ５は、各々独立して、水素、ハロゲン、またはＣ

１～６アルキルであり；
　ＲＢ６は、水素、任意に置換されているアルキル、任意に置換されているアルケニル、
任意に置換されているアルキニル、任意に置換されているカルボシクリル、任意に置換さ
れているヘテロシクリル、任意に置換されているアリール、任意に置換されているヘテロ
アリール、－ＯＲＢ６ａ、－Ｎ（ＲＢ６ｂ）２、または－ＳＲＢ６ａであり、ここでＲＢ

６ａは、各々独立して、水素、任意に置換されているアルキル、任意に置換されているア
ルケニル、任意に置換されているアルキニル、任意に置換されているカルボシクリル、任
意に置換されているヘテロシクリル、任意に置換されているアリール、または任意に置換
されているヘテロアリールであり、ＲＢ６ｂは、各々独立して、水素、任意に置換されて
いるアルキル、任意に置換されているアルケニル、任意に置換されているアルキニル、任
意に置換されているカルボシクリル、任意に置換されているヘテロシクリル、任意に置換
されているアリール、任意に置換されているヘテロアリール、または窒素保護基であるか
、または２つのＲＢ６ｂ基が結合して任意に置換されているヘテロサイクリック環を形成
し；
　ｐは、０、１、２、３、または４である）
の化合物、または、その薬学的に許容し得る塩、溶媒和物、水和物、多形体、共結晶体、
互変異性体、立体異性体、同位体で標識された誘導体またはプロドラッグ。
【請求項３】
　式（Ｃ）：
【化２２】

（式中、ＸＣ１は、酸素、硫黄、またはＮＲＣ１ａであり、ここでＲＣ１ａは、水素、窒
素保護基、またはＣ１～６アルキルであり；
　ＸＣ２、ＸＣ３、およびＸＣ４は、各々独立して、窒素またはＣＲＣ４ａであり、ここ
でＲＣ４ａは、水素、ハロゲン、またはＣ１～６アルキルであり；
　Ｌは、単結合；環式または非環式の、置換または非置換アルキレン；環式または非環式
の、置換または非置換アルケニレン；環式または非環式の、置換または非置換アルキニレ
ン；環式または非環式の、置換または非置換ヘテロアルキレン；環式または非環式の、置
換または非置換ヘテロアルケニレン；環式または非環式の、置換または非置換ヘテロアル
キニレン；置換または非置換アリーレン；または置換または非置換ヘテロアリーレンであ
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り；
　ＲＣ１およびＲＣ２は、各々、ハロゲン、任意に置換されているアルキル、任意に置換
されているアルケニル、任意に置換されているアルキニル、任意に置換されているカルボ
シクリル、任意に置換されているヘテロシクリル、任意に置換されているアリール、任意
に置換されているヘテロアリール、－ＯＲＣ２ａ、－Ｎ（ＲＣ２ｂ）２、－ＳＲＣ２ａ、
－Ｃ（＝Ｏ）ＲＣ２ａ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲＣ２ａ、－Ｃ（＝Ｏ）ＳＲＣ２ａ、－Ｃ（＝Ｏ
）Ｎ（ＲＣ２ｂ）２、－ＯＣ（＝Ｏ）ＲＣ２ａ、－ＯＣ（＝Ｏ）ＯＲＣ２ａ、－ＯＣ（＝
Ｏ）ＳＲＣ２ａ、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｎ（ＲＣ２ｂ）２、－ＮＲＣ２ｂＣ（＝Ｏ）ＲＣ２ｂ、
－ＮＲＣ２ｂＣ（＝Ｏ）ＯＲＣ２ａ、－ＮＲＣ２ｂＣ（＝Ｏ）ＳＲＣ２ａ、－ＮＲＣ２ｂ

Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（ＲＣ２ｂ）２、－ＳＣ（＝Ｏ）ＲＣ２ａ、－ＳＣ（＝Ｏ）ＯＲＣ２ａ、－
ＳＣ（＝Ｏ）ＳＲＣ２ａ、－ＳＣ（＝Ｏ）Ｎ（ＲＣ２ｂ）２、－Ｃ（＝ＮＲＣ２ｂ）ＲＣ

２ａ、－Ｃ（＝ＮＲＣ２ｂ）ＯＲＣ２ａ、－Ｃ（＝ＮＲＣ２ｂ）ＳＲＣ２ａ、－Ｃ（＝Ｎ
ＲＣ２ｂ）Ｎ（ＲＣ２ｂ）２、－ＯＣ（＝ＮＲＣ２ｂ）ＲＣ２ａ、－ＯＣ（＝ＮＲＣ２ｂ

）ＯＲＣ２ａ、－ＯＣ（＝ＮＲＣ２ｂ）ＳＲＣ２ａ、－ＯＣ（＝ＮＲＣ２ｂ）Ｎ（ＲＣ２

ｂ）２、－ＮＲＣ２ｂＣ（＝ＮＲＣ２ｂ）ＲＣ２ｂ、－ＮＲＣ２ｂＣ（＝ＮＲＣ２ｂ）Ｏ
ＲＣ２ａ、－ＮＲＣ２ｂＣ（＝ＮＲＣ２ｂ）ＳＲＣ２ａ、－ＮＲＣ２ｂＣ（＝ＮＲＣ２ｂ

）Ｎ（ＲＣ２ｂ）２、－ＳＣ（＝ＮＲＣ２ｂ）ＲＣ２ａ、－ＳＣ（＝ＮＲＣ２ｂ）ＯＲＣ

２ａ、－ＳＣ（＝ＮＲＣ２ｂ）ＳＲＣ２ａ、－ＳＣ（＝ＮＲＣ２ｂ）Ｎ（ＲＣ２ｂ）２、
－Ｃ（＝Ｓ）ＲＣ２ａ、－Ｃ（＝Ｓ）ＯＲＣ２ａ、－Ｃ（＝Ｓ）ＳＲＣ２ａ、－Ｃ（＝Ｓ
）Ｎ（ＲＣ２ｂ）２、－ＯＣ（＝Ｓ）ＲＣ２ａ、－ＯＣ（＝Ｓ）ＯＲＣ２ａ、－ＯＣ（＝
Ｓ）ＳＲＣ２ａ、－ＯＣ（＝Ｓ）Ｎ（ＲＣ２ｂ）２、－ＮＲＣ２ｂＣ（＝Ｓ）ＲＣ２ｂ、
－ＮＲＣ２ｂＣ（＝Ｓ）ＯＲＣ２ａ、－ＮＲＣ２ｂＣ（＝Ｓ）ＳＲＣ２ａ、－ＮＲＣ２ｂ

Ｃ（＝Ｓ）Ｎ（ＲＣ２ｂ）２、－ＳＣ（＝Ｓ）ＲＣ２ａ、－ＳＣ（＝Ｓ）ＯＲＣ２ａ、－
ＳＣ（＝Ｓ）ＳＲＣ２ａ、－ＳＣ（＝Ｓ）Ｎ（ＲＣ２ｂ）２、－Ｓ（＝Ｏ）ＲＣ２ａ、－
ＳＯ２ＲＣ２ａ、－ＮＲＣ２ｂＳＯ２ＲＣ２ａ、－ＳＯ２Ｎ（ＲＣ２ｂ）２、－ＣＮ、－
ＳＣＮ、および－ＮＯ２からなる群から独立して選択され、ここでＲＣ２ａは、各々独立
して、水素、任意に置換されているアルキル、任意に置換されているアルケニル、任意に
置換されているアルキニル、任意に置換されているカルボシクリル、任意に置換されてい
るヘテロシクリル、任意に置換されているアリール、または任意に置換されているヘテロ
アリールであり、ＲＣ２ｂは、各々独立して、水素、任意に置換されているアルキル、任
意に置換されているアルケニル、任意に置換されているアルキニル、任意に置換されてい
るカルボシクリル、任意に置換されているヘテロシクリル、任意に置換されているアリー
ル、任意に置換されているヘテロアリール、または窒素保護基であるか、または２つのＲ
Ｃ２ｂ基が結合して任意に置換されているヘテロサイクリック環を形成し；
　ｑは、０、１、２、３、または４であり；および
　ｒは、０、１、２、３、４、または５である）
の化合物、または、その薬学的に許容し得る塩、溶媒和物、水和物、多形体、共結晶体、
互変異性体、立体異性体、同位体で標識された誘導体またはプロドラッグ。
【請求項４】
　式（Ｃ）の化合物が、式：
【化２３】

またはその薬学的に許容し得る塩ではない、請求項３に記載の化合物。
【請求項５】
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　ＸＣ１、ＸＣ２、ＸＣ３、およびＸＣ４が、窒素である、請求項３に記載の化合物。
【請求項６】
　化合物が、式：
【化２４】

（式中、ＸＣ５は、酸素、硫黄、ＮＲＣ５ａ、またはＣ（ＲＣ５ｂ）２であり、ここでＲ
Ｃ５ａは、水素またはＣ１～６アルキルであり、ＲＣ５ｂは、各々、水素、ハロゲン、ま
たはＣ１～６アルキルであるか、または２つのＲＣ５ｂ基が結合して任意に置換されてい
るカルボサイクリック環またはヘテロサイクリック環を形成し；および
　ＸＣ６およびＸＣ７は、各々独立して、窒素またはＣＲＣ７ａであり、ここでＲＣ７ａ

は、水素、ハロゲン、またはＣ１～６アルキルである）
である、請求項３に記載の化合物、または、その薬学的に許容し得る塩、溶媒和物、水和
物、多形体、共結晶体、互変異性体、立体異性体、同位体で標識された誘導体またはプロ
ドラッグ。
【請求項７】
　化合物が、式：

【化２５】

である、請求項６に記載の化合物。
【請求項８】
　化合物が、式：
【化２６】

である、請求項３に記載の化合物。
【請求項９】
　化合物が、式：

【化２７】
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である、請求項３に記載の化合物。
【請求項１０】
　化合物が、式：
【化２８】

である、請求項９に記載の化合物。
【請求項１１】
　化合物が、式：
【化２９】

（式中、ＲＣ３およびＲＣ４は、各々、ハロゲン、任意に置換されているアルキル、任意
に置換されているアルケニル、任意に置換されているアルキニル、任意に置換されている
カルボシクリル、任意に置換されているヘテロシクリル、任意に置換されているアリール
、任意に置換されているヘテロアリール、－ＯＲＣ４ａ、－Ｎ（ＲＣ４ｂ）２、－ＳＲＣ

４ａ、－Ｃ（＝Ｏ）ＲＣ４ａ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲＣ４ａ、－Ｃ（＝Ｏ）ＳＲＣ４ａ、－Ｃ
（＝Ｏ）Ｎ（ＲＣ４ｂ）２、－ＯＣ（＝Ｏ）ＲＣ４ａ、－ＯＣ（＝Ｏ）ＯＲＣ４ａ、－Ｏ
Ｃ（＝Ｏ）ＳＲＣ４ａ、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｎ（ＲＣ４ｂ）２、－ＮＲＣ４ｂＣ（＝Ｏ）ＲＣ

４ｂ、－ＮＲＣ４ｂＣ（＝Ｏ）ＯＲＣ４ａ、－ＮＲＣ４ｂＣ（＝Ｏ）ＳＲＣ４ａ、－ＮＲ
Ｃ４ｂＣ（＝Ｏ）Ｎ（ＲＣ４ｂ）２、－ＳＣ（＝Ｏ）ＲＣ４ａ、－ＳＣ（＝Ｏ）ＯＲＣ４

ａ、－ＳＣ（＝Ｏ）ＳＲＣ４ａ、－ＳＣ（＝Ｏ）Ｎ（ＲＣ４ｂ）２、－Ｃ（＝ＮＲＣ４ｂ

）ＲＣ４ａ、－Ｃ（＝ＮＲＣ４ｂ）ＯＲＣ４ａ、－Ｃ（＝ＮＲＣ４ｂ）ＳＲＣ４ａ、－Ｃ
（＝ＮＲＣ４ｂ）Ｎ（ＲＣ４ｂ）２、－ＯＣ（＝ＮＲＣ４ｂ）ＲＣ４ａ、－ＯＣ（＝ＮＲ
Ｃ４ｂ）ＯＲＣ４ａ、－ＯＣ（＝ＮＲＣ４ｂ）ＳＲＣ４ａ、－ＯＣ（＝ＮＲＣ４ｂ）Ｎ（
ＲＣ４ｂ）２、－ＮＲＣ４ｂＣ（＝ＮＲＣ４ｂ）ＲＣ４ｂ、－ＮＲＣ４ｂＣ（＝ＮＲＣ４

ｂ）ＯＲＣ４ａ、－ＮＲＣ４ｂＣ（＝ＮＲＣ４ｂ）ＳＲＣ４ａ、－ＮＲＣ４ｂＣ（＝ＮＲ
Ｃ４ｂ）Ｎ（ＲＣ４ｂ）２、－ＳＣ（＝ＮＲＣ４ｂ）ＲＣ４ａ、－ＳＣ（＝ＮＲＣ４ｂ）
ＯＲＣ４ａ、－ＳＣ（＝ＮＲＣ４ｂ）ＳＲＣ４ａ、－ＳＣ（＝ＮＲＣ４ｂ）Ｎ（ＲＣ４ｂ

）２、－Ｃ（＝Ｓ）ＲＣ４ａ、－Ｃ（＝Ｓ）ＯＲＣ４ａ、－Ｃ（＝Ｓ）ＳＲＣ４ａ、－Ｃ
（＝Ｓ）Ｎ（ＲＣ４ｂ）２、－ＯＣ（＝Ｓ）ＲＣ４ａ、－ＯＣ（＝Ｓ）ＯＲＣ４ａ、－Ｏ
Ｃ（＝Ｓ）ＳＲＣ４ａ、－ＯＣ（＝Ｓ）Ｎ（ＲＣ４ｂ）２、－ＮＲＣ４ｂＣ（＝Ｓ）ＲＣ

４ｂ、－ＮＲＣ４ｂＣ（＝Ｓ）ＯＲＣ４ａ、－ＮＲＣ４ｂＣ（＝Ｓ）ＳＲＣ４ａ、－ＮＲ
Ｃ４ｂＣ（＝Ｓ）Ｎ（ＲＣ４ｂ）２、－ＳＣ（＝Ｓ）ＲＣ４ａ、－ＳＣ（＝Ｓ）ＯＲＣ４

ａ、－ＳＣ（＝Ｓ）ＳＲＣ４ａ、－ＳＣ（＝Ｓ）Ｎ（ＲＣ４ｂ）２、－Ｓ（＝Ｏ）ＲＣ４

ａ、－ＳＯ２ＲＣ４ａ、－ＮＲＣ４ｂＳＯ２ＲＣ４ａ、－ＳＯ２Ｎ（ＲＣ４ｂ）２、－Ｃ
Ｎ、－ＳＣＮ、および－ＮＯ２からなる群から独立して選択され、ここでＲＣ４ａは、各
々独立して、水素、任意に置換されているアルキル、任意に置換されているアルケニル、
任意に置換されているアルキニル、任意に置換されているカルボシクリル、任意に置換さ
れているヘテロシクリル、任意に置換されているアリール、または任意に置換されている
ヘテロアリールであり、ＲＣ４ｂは、各々独立して、水素、任意に置換されているアルキ
ル、任意に置換されているアルケニル、任意に置換されているアルキニル、任意に置換さ
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れているカルボシクリル、任意に置換されているヘテロシクリル、任意に置換されている
アリール、任意に置換されているヘテロアリール、または窒素保護基であるか、または２
つのＲＣ４ｂ基が結合して任意に置換されているヘテロサイクリック環を形成し；および
　ｖは、０、１、２、および３である）
である、請求項３に記載の化合物、または、その薬学的に許容し得る塩、溶媒和物、水和
物、多形体、共結晶体、互変異性体、立体異性体、同位体で標識された誘導体またはプロ
ドラッグ。
【請求項１２】
　化合物が、式：
【化３０】

である、請求項１１に記載の化合物。
【請求項１３】
　化合物が、式：
【化３１】

である、請求項１１に記載の化合物。
【請求項１４】
　化合物が、式：
【化３２】

である、請求項１１に記載の化合物。
【請求項１５】
　式（Ｄ）：
【化３３】

（式中、ＸＤ１は、各々独立して、酸素、硫黄、ＮＲＤ１ａ、またはＣ（ＲＤ１ｂ）２で
あり、ここでＲＤ１ａは、水素またはＣ１～６アルキルであり、ＲＤ１ｂは、各々、水素
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、ハロゲン、またはＣ１～６アルキルであるか、または２つのＲＤ１ｂ基が結合して任意
に置換されているカルボサイクリック環またはヘテロサイクリック環を形成し；
　ｓは、０、１、２、３、４、５、または６であり；
　ＲＤ１およびＲＤ２は、各々独立して、水素、酸素保護基、Ｃ１～６アルキル、－Ｃ（
＝Ｏ）ＲＤ２ａ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲＤ２ａ、－Ｃ（＝Ｏ）ＳＲＤ２ａ、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（
ＲＤ２ｂ）２、－Ｓ（＝Ｏ）ＲＤ２ａ、または－Ｓ（＝Ｏ）２ＲＤ２ａであり、ここでＲ
Ｄ２ａは、各々独立して、水素、任意に置換されているアルキル、任意に置換されている
アルケニル、任意に置換されているアルキニル、任意に置換されているカルボシクリル、
任意に置換されているヘテロシクリル、任意に置換されているアリール、または任意に置
換されているヘテロアリールであり、ＲＤ２ｂは、各々独立して、水素、任意に置換され
ているアルキル、任意に置換されているアルケニル、任意に置換されているアルキニル、
任意に置換されているカルボシクリル、任意に置換されているヘテロシクリル、任意に置
換されているアリール、任意に置換されているヘテロアリール、または窒素保護基である
か、または２つのＲＤ２ｂ基が結合して任意に置換されているヘテロサイクリック環を形
成し；
　ＲＤ３およびＲＤ４は、各々、ハロゲン、任意に置換されているアルキル、任意に置換
されているアルケニル、任意に置換されているアルキニル、任意に置換されているカルボ
シクリル、任意に置換されているヘテロシクリル、任意に置換されているアリール、任意
に置換されているヘテロアリール、－ＯＲＤ４ａ、－Ｎ（ＲＤ４ｂ）２、－ＳＲＤ４ａ、
－Ｃ（＝Ｏ）ＲＤ４ａ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲＤ４ａ、－Ｃ（＝Ｏ）ＳＲＤ４ａ、－Ｃ（＝Ｏ
）Ｎ（ＲＤ４ｂ）２、－ＯＣ（＝Ｏ）ＲＤ４ａ、－ＯＣ（＝Ｏ）ＯＲＤ４ａ、－ＯＣ（＝
Ｏ）ＳＲＤ４ａ、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｎ（ＲＤ４ｂ）２、－ＮＲＤ４ｂＣ（＝Ｏ）ＲＤ４ｂ、
－ＮＲＤ４ｂＣ（＝Ｏ）ＯＲＤ４ａ、－ＮＲＤ４ｂＣ（＝Ｏ）ＳＲＤ４ａ、－ＮＲＤ４ｂ

Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（ＲＤ４ｂ）２、－ＳＣ（＝Ｏ）ＲＤ４ａ、－ＳＣ（＝Ｏ）ＯＲＤ４ａ、－
ＳＣ（＝Ｏ）ＳＲＤ４ａ、－ＳＣ（＝Ｏ）Ｎ（ＲＤ４ｂ）２、－Ｃ（＝ＮＲＤ４ｂ）ＲＤ

４ａ、－Ｃ（＝ＮＲＤ４ｂ）ＯＲＤ４ａ、－Ｃ（＝ＮＲＤ４ｂ）ＳＲＤ４ａ、－Ｃ（＝Ｎ
ＲＤ４ｂ）Ｎ（ＲＤ４ｂ）２、－ＯＣ（＝ＮＲＤ４ｂ）ＲＤ４ａ、－ＯＣ（＝ＮＲＤ４ｂ

）ＯＲＤ４ａ、－ＯＣ（＝ＮＲＤ４ｂ）ＳＲＤ４ａ、－ＯＣ（＝ＮＲＤ４ｂ）Ｎ（ＲＤ４

ｂ）２、－ＮＲＤ４ｂＣ（＝ＮＲＤ４ｂ）ＲＤ４ｂ、－ＮＲＤ４ｂＣ（＝ＮＲＤ４ｂ）Ｏ
ＲＤ４ａ、－ＮＲＤ４ｂＣ（＝ＮＲＤ４ｂ）ＳＲＤ４ａ、－ＮＲＤ４ｂＣ（＝ＮＲＤ４ｂ

）Ｎ（ＲＤ４ｂ）２、－ＳＣ（＝ＮＲＤ４ｂ）ＲＤ４ａ、－ＳＣ（＝ＮＲＤ４ｂ）ＯＲＤ

４ａ、－ＳＣ（＝ＮＲＤ４ｂ）ＳＲＤ４ａ、－ＳＣ（＝ＮＲＤ４ｂ）Ｎ（ＲＤ４ｂ）２、
－Ｃ（＝Ｓ）ＲＤ４ａ、－Ｃ（＝Ｓ）ＯＲＤ４ａ、－Ｃ（＝Ｓ）ＳＲＤ４ａ、－Ｃ（＝Ｓ
）Ｎ（ＲＤ４ｂ）２、－ＯＣ（＝Ｓ）ＲＤ４ａ、－ＯＣ（＝Ｓ）ＯＲＤ４ａ、－ＯＣ（＝
Ｓ）ＳＲＤ４ａ、－ＯＣ（＝Ｓ）Ｎ（ＲＤ４ｂ）２、－ＮＲＤ４ｂＣ（＝Ｓ）ＲＤ４ｂ、
－ＮＲＤ４ｂＣ（＝Ｓ）ＯＲＤ４ａ、－ＮＲＤ４ｂＣ（＝Ｓ）ＳＲＤ４ａ、－ＮＲＤ４ｂ

Ｃ（＝Ｓ）Ｎ（ＲＤ４ｂ）２、－ＳＣ（＝Ｓ）ＲＤ４ａ、－ＳＣ（＝Ｓ）ＯＲＤ４ａ、－
ＳＣ（＝Ｓ）ＳＲＤ４ａ、－ＳＣ（＝Ｓ）Ｎ（ＲＤ４ｂ）２、－Ｓ（＝Ｏ）ＲＤ４ａ、－
ＳＯ２ＲＤ４ａ、－ＮＲＤ４ｂＳＯ２ＲＤ４ａ、－ＳＯ２Ｎ（ＲＤ４ｂ）２、－ＣＮ、－
ＳＣＮ、および－ＮＯ２からなる群から独立して選択され、ここでＲＤ４ａは、各々独立
して、水素、任意に置換されているアルキル、任意に置換されているアルケニル、任意に
置換されているアルキニル、任意に置換されているカルボシクリル、任意に置換されてい
るヘテロシクリル、任意に置換されているアリール、または任意に置換されているヘテロ
アリールであり、ＲＤ４ｂは、各々独立して、水素、任意に置換されているアルキル、任
意に置換されているアルケニル、任意に置換されているアルキニル、任意に置換されてい
るカルボシクリル、任意に置換されているヘテロシクリル、任意に置換されているアリー
ル、任意に置換されているヘテロアリール、または窒素保護基であるか、または２つのＲ
Ｄ４ｂ基が結合して任意に置換されているヘテロサイクリック環を形成し；
　ｔは、０、１、２、または３であり；および
　ｕは、０、１、２、３、４または５である）
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の化合物、または、その薬学的に許容し得る塩、溶媒和物、水和物、多形体、共結晶体、
互変異性体、立体異性体、同位体で標識された誘導体またはプロドラッグ。
【請求項１６】
　請求項１～１５のいずれか一項に記載の化合物またはその薬学的に許容し得る塩、およ
び任意に薬学的に許容し得る賦形剤を含む医薬組成物。
【請求項１７】
　対象における神経疾患を処置または予防する方法であって、神経疾患の処置を必要とす
る対象に、治療上有効量のＨＤＡＣ（ヒストン脱アセチル化酵素）アクチベーターを投与
して該神経疾患を処置することを含む、前記方法。
【請求項１８】
　ＨＤＡＣアクチベーターが、クラスＩ　ＨＤＡＣアクチベーターである、請求項１７に
記載の方法。
【請求項１９】
　クラスＩ　ＨＤＡＣアクチベーターが、ＨＤＡＣ１（ヒストン脱アセチル化酵素１）ア
クチベーターである、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　ＨＤＡＣアクチベーターが、式：
【化４１】

の化合物、請求項１～１５のいずれか一項に記載の化合物、ならびにその薬学的に許容し
得る塩、溶媒和物、水和物、多形体、共結晶体、互変異性体、立体異性体、同位体で標識
された誘導体、およびプロドラッグからなる群から選択される、請求項１７に記載の方法
。
【請求項２１】
　神経疾患が、アルツハイマー病、パーキンソン病、ハンチントン病、ＡＬＳ（筋委縮性
側索硬化症）、外傷性脳損傷、虚血性脳損傷、脳卒中、前頭側頭様型認知症、ピック病、
大脳皮質基底核変性症、大脳上麻痺、プリオン病（例えば、クロイツフェルト・ヤコブ病
、ゲルストマン・シュトロイスラー・シャインカー症候群、致死性家族性不眠症、および
クールー）、ニーマン・ピック病Ｃ型、脊髄小脳性失調症、脊髄性筋ジストロフィー、毛
細血管拡張性運動失調症、海馬硬化症、コケイン症候群、ウェルナー症候群、色素性乾皮
症またはブルーム症候群である、請求項１７に記載の方法。
【請求項２２】
　ＨＤＡＣアクチベーターが、



(11) JP 2014-529345 A5 2015.9.3

【化４２】

である、請求項１７～２１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２３】
　ＨＤＡＣアクチベーターが、請求項１～１５のいずれか一項に記載の化合物またはその
薬学的に許容し得る塩である、請求項１７～２１のいずれか一項に記載の方法。
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